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令和５年度「尚志会総会」は、３年ぶりに対面開催となります
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尚志会会員の皆様へ

ご 挨 拶進化する尚志会
進化する三高生

尚志会　第 10 代会長
11 回生　田

た な か
中　康

やすのり
義

宮城県仙台第三高等学校
第 20 代　石

いしかわ
川　俊

と し き
樹　校長

　この度の人事異動により、宮城県総務部私学・公益法人
課から参りました石川俊樹と申します。躍進の歴史をもつ
仙台三高の運営責任者を拝命し、大変緊張しておりますが、
どうぞよろしくお願いいたします。
　尚志会会員の皆様におかれましては、日頃から本校教育
活動に多大なるご協力を賜り、心より感謝申し上げます。
お陰様で令和５年度も多くの入学生を迎え、全校生徒 955
名でスタートすることができました。「建学の精神」であ
る「心身の健康」「真・善・美の追求」「愛と知の稔り」を
目標とし、生徒たちが新たな時代を生き抜くために必要な
力をしっかり身につけられるよう、教職員全員で頑張って
まいります。
　これまで、先進的な取組を積極的に行っている学校とし
て「トップランナー」とも呼ばれる仙台三高ですが、そう
した評価のもとは次の３点にあると考えています。1 点目
は、「スーパーサイエンスハイスクール」としての理数科教
育を中心とした取組。２点目は、昨年 11 月「ユネスコス
クール」に正式認定されるなど、グローバルな視点に立っ
た取組。３点目は、「GIGA スクール構想」による生徒の学
習活動や教職員の校務処理における ICT 活用の取組です。
　それら比較的新しい取組の一方で、創立 60 周年を迎え
る歴史の中で継続されてきた「部活動」を重んじる校風や、
毎年 200 人台の国公立大学現役合格者を輩出し、この春に
は久々に東大現役合格者も出るなど、優れた「進学実績」
を維持していることが、高い評価の基礎にあると思います。
　「よき伝統」を生かしつつ、「新たな時代の流れ」もしっ
かりとつかみながら、「チーム仙台三高」として本校ならで
はの取組をさらに充実させていきたいと考えています。こ
れからも皆様の母校である仙台三高にご注目いただき、引
き続きご支援を賜りますよう重ねてお願い申し上げます。

　私は、昨年の10月から齊藤久芳前会長を引き継ぎまし
た田中康義と申します。よろしくお願いします。
　今年度で仙台三高は創立60周年を迎えました。１回生
は日本の終戦から２･３年後に生まれ、遠い歴史の出来事
ではなかったのです。その後、日本や世界は目まぐるし
く復興・発展しました。特に最近40年は科学技術、通信
技術の発展が凄まじく、年配の皆さん程、社会に出てか
ら教科書にはなかった、コンピュータや携帯、そして、
世界のグローバル化に対応し進化してきました。
　また、突然襲ってきたコロナ禍にあっても尚志会齊藤
前会長の下、活動を衰退させぬようにと役員会や総会の
リモート開催を図り進化させました。
　現役生徒も進化し続けています。現代社会の抱える課
題は世界に関係する事柄が多く国際的な課題を解決する
ために学校では教科横断的な力を育成しています。その
結果「つくばscience Edge2022」で金賞を獲得し、仙台
三高の２組が世界大会に出場したり、台湾で行われた国
際大会の化学部門で４位に入賞したりしました。運動部
や文化部も全国の大会や総合文化祭に出場し多くの生徒
が活躍しています。
　さて、コロナ感染症が５類に移行されました。尚志会
の各支部会も開催し始めました。まだ油断はできません
が益々世代を超えた会員相互の交流を図っていきます。
そして、後輩たちがさらに輝けるようまずは仙台三高創
立60周年「尚志会記念事業協力募金」をよろしくお願い
します。皆様のご健勝を心からお祈りいたします。
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令和５年度尚志会総会Guide

宮城県仙台第三高等学校尚志会
「令和５年度尚志会総会・懇親会」

令和５年９月 30 日土曜日
開催の御案内

コロナ禍の中、リモート（ZOOM）開催を余儀なくされてきた尚志会総会ですが、
今年はようやく通常開催を実施できる運びとなりました。

今年の総会では、例年通りの議題・報告に加え、母校の創立 60 周年に関する記念事
業の紹介と会員の皆様に対するご協力のお願いをさせていただくこととなります。皆
様のご協力、ご支援を心からお願い申し上げます。

なお、総会終了後に３年ぶりに懇親会も開催いたします。久しぶりに旧交を温める
場に、同期生とお誘い合わせの上ぜひご参加ください。

「令和５年度尚志会総会」進行要領
１　開会
２　挨拶
３　来賓紹介・来賓挨拶
４　令和４年度尚志会決算報告
５　令和４年度尚志会事業報告
６　会計監査報告
７　令和５年度尚志会予算（案）
８　令和５年度事業計画（案）
９　「宮城県仙台第三高等学校創立 60 周年記念事業」報告

10　「創立 60 周年尚志会記念事業協力金募金」のお願い
11　「尚志会会員現住所等一斉調査」ご協力のお願い
12　そのほか連絡事項など
13　閉会

【日時】　　令和５年９月 30 日　土曜日
　　　　・総　会　13：30 より　・懇親会　14：30 より

【会場】　　CROSS B PLUS（クロスビープラス）
　　　　　仙台市青葉区大町１丁目 1-30　新仙台ビルディング１階

【懇親会会費】　６，５００円（当日、受付にてお支払いください。学生は無料）
※令和５年８月発行『尚志会報 80 号』添付の「総会・懇親会出席連絡はがき」
　にてご連絡をお願いいたします。
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令和５年度尚志会総会　報告・議案

令和４年度　　宮城県仙台第三高等学校尚志会決算報告書

令和５年度　　宮城県仙台第三高等学校尚志会予算書（案）

項　　　目 予算額 決算額 比　　較 摘　　要増 減
１　会費・入会金 1,467,600 1,463,400 4,200 会費 @1,200 × 956 名  入会金 1,000 × 317 名　転学留学▲ 1000
２　年会費 1,500,000 851,922 648,078 465 件
３　終身会費 1,500,000 864,542 635,458 29 件
４　現役生応援募金 1,850,000 1,564,367 285,633 440 件
５　繰越金 295,429 295,429
６　雑収入 200,000 200,000 尚志ヶ丘倶楽部

合　　　計 6,813,029 5,239,660 1,573,369

項　　　目 本年度予算額 前年度予算額 前年度決算額 前年比増 前年比減 摘 要
１　会費・入会金 1,467,600 1,467,600 1,463,400 会費 @1,200 × 958 名　入会金 1,000 × 320 名
２　年会費 1,500,000 1,500,000 851,922 年会費 2,000 円× 750 名
３　終身会費 1,200,000 1,500,000 864,542 300,000 終身会費 30,000 円× 40 名
４　現役生応援募金 1,800,000 1,850,000 1,564,367 50,000
５　繰越金 1,599,271 295,429 295,429 1,303,842
６　雑収入 200,000 200,000 200,000 尚志ヶ丘倶楽部

合　　　計 7,766,871 6,813,029 5,239,660 953,842 会報全員発送

項　　　目 本年度予算額 前年度予算額 前年度決算額 前年比増 前年比減 摘 要
１　総務費 230,000 230,000 155,430
  （1）総務費 200,000 200,000 155,430 HP 管理費・通信連絡用郵便代金・会議費・会議出席旅費・事務用品代金
  （2）慶弔費 30,000 30,000 0 慶弔費
２　事業費 6,980,000 4,980,000 3,190,801 2,000,000
  （1）会合運営費 200,000 200,000 0 懇親会出欠はがき・印刷代・総会経費
  （2）会報費 1,300,000 1,300,000 1,059,150 会報印刷代、尚志会案内印刷代
  （3）支部助成費 200,000 200,000 24,000 各支部総会開催補助・支部総会出席費
  （4）生徒活動助成費 3,000,000 3,000,000 1,803,471 ユニホーム代、大会参加補助、功労賞
  （5）現役生支援 280,000 280,000 304,180 奨学金
  （6）積立金 2,000,000 0 0 2,000,000 資産へ積立
３　予備費 556,871 103,029 0 453,842

合　　　計 7,766,871 5,313,029 3,346,231

項　　　目 予 算 額 決 算 額 比　　較 摘　　要増 減
１　総務費 230,000 155,430 74,570
  （1）総務費 200,000 155,430 44,570 HP 管理費・通信連絡用郵便代金・会議費・会議出席旅費・事務用品代金
  （2）慶弔費 30,000 0 30,000 慶弔費
２　事業費 6,480,000 3,484,959 2,995,041
  （1）会合運営費 200,000 0 200,000 懇親会出欠はがき・印刷代・総会経費
  （2）会報費 1,300,000 1,103,755 196,245 会報印刷代、尚志会案内印刷代
  （3）支部助成費 200,000 24,000 176,000 各支部総会開催補助・支部総会出席費
  （4）生徒活動助成費 3,000,000 1,795,471 1,204,529 ユニホーム代、大会参加補助、功労賞
  （5）現役生支援 280,000 304,180 24,180 奨学金
  （6）新型コロナ対策 1,500,000 257,553 1,242,447
  （7）積立金 0 0
３　予備費 103,029 0 103,029

合　　　計 6,813,029 3,640,389 3,172,640

収入決算額 － 支出決算額 ＝ 差引残額 摘　　要
5,239,660 3,640,389 1,599,271 ※次年度へ繰越とします。

１　収入の部 （単位：円）

１　収入の部 （単位：円）

２　支出の部 （単位：円）

２　支出の部 （単位：円）

３　収支

　収入総額　7,766,871 円　　支出総額　7,766,871 円　　残額　０円
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令和 5年度尚志会総会　報告・議案

年会費ならびに募金の納付方法の一部変更について

　平素より、尚志会の運営にご理解・ご協力をいただきありがとうございま

す。尚志会の各事業は皆様の年会費ならびに募金によって、運営されておりま

す。尚志会が母校を支え、会員相互の親睦と啓発を支える事業を継続・発展で

きますよう、引き続き皆様のご協力を宜しくお願いします。

　さて、来年度より「尚志会報のWEB化」により、会報の発送は原則として

実施しません。これに伴いまして、年会費ならびに募金の納付方法の一部変更

を行います。これまで通り郵便振替による納付方法も当面継続いたしますが、

WEB上でお支払が完結できる方法や、毎年継続お支払の方法も現在検討してお

ります。来年度の会費等の納付方法については、尚志会ホームページ「トピッ

クス」で、来年度ご案内いたします。また年会費ならびに募金の専用ページも

開設予定です。

　なお、本年度の年会費ならびに募金の納付は同封の郵便振替用紙をご活用く

ださいますよう宜しくお願いします。

資　　産　　残　　高

令　和　４　年　度 令　和　３　年　度

1 6 , 9 4 4 , 3 0 9 円 1 6 , 9 4 4 , 3 0 7 円

令和５年 3 月 31 日現在

宮城県仙台第三高等学校尚志会資産報告



令和 5年度尚志会総会　報告・議案

令和４年度尚志会事業報告

令和5年度尚志会事業計画（案）

４月 15 日（金） 開校記念講話　講師：佐々木一十郎　氏　（本校３回生 , 元名取市長）

５月 19 日（木） 第 1 回創立 60 周年記念実行委員会役員会・委員会　開催

８月 27 日（土） 塩釜地区尚志会総会　開催　

８月 30 日（火） 第１回役員会（オンライン／総会，役員改選 , 総会決議について）

９月 １ 日（水） 尚志会報発行

９月 21 日（火）
28 日（水）

会計監査〔監事：佐藤裕〕
会計監査〔監事：車塚潤〕

10 月 ８ 日（土） 第 56 回尚志会総会・懇親会（総会：オンライン開催　懇親会：中止）

11 月 ２ 日（水） 第２回創立 60 周年記念実行委員会役員会　開催

11 月 15 日（水） 奨学金交付式（於仙台三高）〔田中会長，事務局〕

11 月 15 日（水） 第２回創立 60 周年記念実行委員会　開催

11 月 18 日（金） 仙台三高経政尚志会総会・懇親会　開催

２月 24 日（金） 第３回 60 周年記念実行委員会役員会　開催

２月 24 日（金） 社会人出前講義（オンライン開催　講師 14 名）

２月 28 日（火）
功績賞・功労賞授与式（於仙台三高）
尚志会入会式（於仙台三高）〔田中会長，事務局〕

３月 １ 日（水） 卒業式（於仙台三高）

３月 20 日（月） 第３回 60 周年記念実行委員会　開催　　　　　　　　　　

４月 14 日（金） 開校記念講話　田中　康義　氏（本校 11 回生，尚志会会長）

５月 19 日（金） 会計監査〔監事：佐藤裕〕

５月 24 日（水） 会計監査〔監事：車塚潤〕

５月 24 日（水） 第４回創立 60 周年記念事業実行委員会

５月 24 日（水） 第 1 回役員会（総会について，60 周年記念について 他：仙台三高）

６月 10 日（土） 東京支部総会

８月 ７ 日（月） 尚志会報発行

８月下旬 第２回役員会（総会について，60 周年記念式典について 他：仙台三高）

 ９月 15 日（金） 創立 60 周年記念式典（仙台サンプラザホール）

９月 30 日（土） 第 56 回尚志会総会・懇親会

10 月下旬 第３回役員会（総会反省　他）

11 月下旬 奨学金交付式（仙台三高）〔会長，事務局〕
（PTA・教育振興会役員会に合わせて実施）

12 月中旬 第４回役員会（仙台三高）

２月 22 日（木） 社会人出前講義（仙台三高）

２月 29 日（木） 功績賞・功労賞授与式（仙台三高）　尚志会入会式（仙台三高）

３月 １日（金） 卒業式（仙台三高）

〈その他の事業〉
　・各支部総会　・生徒活動助成　・支部会等への助成

（6）

東京支部総会　中止
宮城県庁尚志会総会・懇親会　中止
仙台市役所翠鳳会総会・懇親会　中止
尚志会宮城県警察支部総会・懇親会　中止

言志会総会・懇親会　中止
塩釜地区尚志会新年会　中止
尚志会高校教員支部総会・懇親会　中止
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令和 5年度尚志会総会　報告・議案

宮城県仙台第三高等学校　創立 60 周年記念事業
（中間報告）

　【「宮城県仙台第三高等学校創立 60 周年記念事業実行委員会」実施予定】

① LIVE配信室の設置

② 記念品　マグカップ

③ 冠大会（体育祭、文化祭、芸術鑑賞　等）

④ 盛岡三高招待試合

⑤ 記念樹　桜　1本　植樹（弓道場付近　創立50周年で植樹した
　 桜の木のとなり）

⑥ 校旗の修復・新設

⑦ 国際基金の創設

※記念事業実行委員会は、学校、教育振興会、尚志会により構成されています。
上記事業については、５月現在の中間報告です。今後変更する可能性もあり
ます。

【尚志会（単独）事業】

①「尚志会会員現住所等一斉調査」（2023年実施）

②「宮城県仙台第三高等学校創立60周年記念事業協力金募金」
　（2023年より継続実施）

③「ホームページリニューアル」（2023年実施済）

④「尚志会完全WEB化」（2024年実施予定）
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尚志会役員一覧・支部一覧

宮城県仙台第三高等学校尚志会
役　員　一　覧

役　　職 　氏　　名 回　生
会　　長 田　中　康　義 11回生
副 会 長 青　山　　　純 13回生
副 会 長 鈴　木　文　雄 16回生
副 会 長 角　田　秀　俊 23回生
監 　 事 車　塚　　　潤 23回生
監 　 事 佐　藤　　　裕 26回生
常任幹事 木　内　厚　宏 14回生
常任幹事 高　橋　祐　二 16回生
常任幹事 鈴　木　浩　二 24回生
常任幹事 高　谷　将　宏 26回生
常任幹事 庄　子　友　博 29回生
常任幹事 尾　形　雄一郎 32回生
常任幹事 高　山　純　人 35回生
常任幹事 佐　藤　駿　輔 47回生
常任幹事 白　鳥　紗　和 47回生
幹　　事 加　藤　　　明 13回生
幹　　事 立　花　優　依 48回生
事務局長 菅　原　　　謙 33回生

尚志会支部一覧

順不同　※記載内容に変更がある際は事務局までご連絡をお願い申し上げます。

名称 役職 お名前 回生 加入条件
東京支部 支部長 川　辺　　晃 11回生 東京及び東京周辺在住の卒業生
仙南支部 支部長 佐　藤　次　吉 1回生
名取支部 支部長 竹　村　文　夫 3回生 名取市内に在住もしくは勤務の方
塩釜地区尚志会 会　長 橋　浦　　　宏 19回生 塩釜に参集出来る卒業生
気仙沼・本吉支部 会　長 小　松　康　男 9回生 卒業生であれば特に問わず
宮城県庁尚志会 会　長 青　木　直　之 13回生 卒業生で宮城県職員
仙台市役所・翠鳳会 会　長 松　島　桂　一 15回生 卒業生で仙台市職員
藤崎尚志会 会　長 升　　　達　雄 10回生 藤崎に働く同窓生
東北大学支部 支部長 佐　藤　　　明 6回生
トラベル支部 支部長 小　嶋　俊　明 5回生
ＪＣ尚志会 会　長 亀　岡　幸　康 13回生 卒業生で青年会議所（JC）の現役またはOB
仙台銀行支部 支部長 山　根　喜　博 8回生
宮城県高校教員支部 支部長 土　生　善　弘 17回生 県内の公・私立高等学校教員
建設支部 支部長 目　黒　弘　之 1回生
仙台小中学校教員・言志会 会　長 堀　江　孝　浩 14回生 仙台市内小・中・養護学校に勤務する者
尚志会宮城県警察支部 支部長 高　橋　直　嗣 15回生 卒業生で宮城県警察職員
鹿島尚志会 会　長 中　川　克　彦 7回生
仙台三高経世尚志会 会　長 青　木　俊　夫 2回生
尚志ヶ丘倶楽部 支部長 加　藤　　　明 13回生
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卒業生の進路状況

（１）進路決定状況【過去４年間】

（２）主要大学入試合格者数【過去 4 年間】　（　）内は現役合格者数　令和５年３月 31 日　判明分

※  合計の欄には一覧にない大学の合格者数も含まれています。

【実人数・現役のみ】

卒業生の進路

卒業年(３月) 国公立大 私立大 大学校 海外大等 国公立短大 私立短大 専各学校 就　職 進学準備等 計
令和５年 205 55 1 2 0 0 2 0 51 316
令和４年 213 63 1 3 0 0 0 0 38 318
令和３年 190 73 2 2 0 0 3 0 45 315
令和２年 196 62 2 0 0 1 1 0 56 318

［国公立大］ 令和５年 令和４年 令和3年 令和2年
北 見 工 大 1(0) 1(0)
北 海 道 大 8(6) 8(7) 4(3) 9(7)
北 海 道 教 育 大 2(2) 3(3) 1(1)
室 蘭 工 大 1(1) 1(1)
弘 前 大 1(1) 4(4) 7(6) 5(3)
岩 手 大 13(13) 16(16) 21(17) 19(15)
東 北 大 47(37) 54(39) 56(43) 43(30)
宮 城 教 育 大 19(19) 12(12) 15(13) 21(19)
秋 田 大 2(1) 2(2) 3(1) 3(2)
山 形 大 51(48) 45(44) 27(25) 34(30)
福 島 大 5(5) 3(3) 4(4) 2(2)
茨 城 大 2(2) 3(3) 1(1)
筑 波 大 2(2) 7(5) 2(1) 3(3)
宇 都 宮 大 4(4) 3(3) 6(6) 5(5)
埼 玉 大 20(16) 11(11) 13(12) 15(12)
千 葉 大 1(1) 2(2) 6(4) 8(6)
東 京 海 洋 大 2(2) 1(1)
お 茶 の 水 女 子 大 1(1) 1(0)
電 気 通 信 大 5(4) 5(5) 3(2) 5(5)
東 京 大 1(1) 1(0)
東 京 外 国 語 大 2(2) 3(3)
東 京 学 芸 大 4(3) 4(3) 2(2)
東 京 工 大 1(1)
東 京 農 工 大 4(3) 3(3) 3(3) 5(5)
一 橋 大 1(1)
横 浜 国 立 大 2(2) 6(6) 8(7) 3(3)
山 梨 大 1(1)
新 潟 大 6(5) 9(9) 9(7) 14(13)
富 山 大 1(1) 2(2)
金 沢 大 4(4) 2(2) 4(2) 4(3)
信 州 大 3(2) 2(1) 1(1) 2(2)
静 岡 大 2(2) 3(3) 1(0) 3(3)
愛 知 教 育 大 1(1)
名 古 屋 大 2(1)
岐 阜 大 1(1) 1(0)
京 都 大 2(2) 3(2) 1(0)
京 都 工 芸 繊 維 大 1(1) 1(1) 1(0)
大 阪 大 1(0) 1(1) 1(0)
大 阪 教 育 大 1(1)
神 戸 大 1(1) 1(1) 2(2)
和 歌 山 大 2(1)
九 州 大 1(1) 2(2) 1(1)
琉 球 大 1(1)
岩 手 県 立 大 1(1) 1(1) 1(1) 1(0)
宮 城 大 10(10) 13(13) 16(16) 7(7)
秋 田 公 立 美 大 1(1) 1(1)
国 際 教 養 大 2(2)
山 形 保 健 医 療 大 1(1) 1(1)
会 津 大 1(1) 1(0) 1(1) 1(1)
福 島 県 立 医 大 6(5) 1(1)
前 橋 工 大 2(2)
高 崎 経 大 3(3) 4(4) 12(9) 3(3)
埼 玉 県 立 大 1(1)
東 京 都 立 大 3(3) 8(8) 5(4)
横 浜 市 立 大 1(1) 3(3) 3(3) 1(1)
都 留 文 科 大 3(3) 2(2)
長 野 大 2(2) 1(1)
長 野 県 立 大 1(1)
名 古 屋 市 立 大 1(0)
京 都 府 立 大 1(1)
国 公 立 合 計 240(215) 266(240) 257(212) 252(210)

[ 私立大学 ] 令和５年 令和４年 令和3年 令和2年
酪 農 学 園 大 2(1)  2(1)
岩 手 医 大 3(2)  2(0)
石 巻 専 修 大 2(2)  
仙 台 白 百 合 女 子 大 3(3) 1(1) 1(0)
東 北 学 院 大 194(181) 170(159) 116(101) 125(108)
東 北 工 業 大 学 17(17) 11(11) 13(12) ５（５）
東 北 福 祉 大 11(11) 28(26) 15(14) ２２(１７)
東 北 医 科 薬 科 大 19(18) 17(14) 12(9) 1８(１５)
宮 城 学 院 女 子 大 15(15) 6(6) 16(16) ８(８)
東 北 芸 術 工 科 大 3(3) 2(2) 3(2)
流 通 経 済 大 1(0) 3(3)
国 際 医 療 福 祉 大 1(1) 3(3) 3(3)
自 治 医 大 1(0) 1(1)
文 教 大 2(2)  1(0)
千 葉 工 大 17(11) 10(7) 9(3) 2(2)
青 山 学 院 大 4(4) 7(5) 10(9) 6(5)
跡 見 学 園 女 子 大 1(1) 1(0)
学 習 院 大 1(1) 3(3)  1(0)
北 里 大 6(6) 3(2) 5(5) 7(6)
慶 応 義 塾 大 4(2) 7(3) 3(2) 8(6)
工 学 院 大 2(2) 3(3) 5(5)
國 學 院 大 5(5) 2(2) 3(3) 3(1)
駒 澤 大 9(9) 3(3) 7(5) 7(3)
芝 浦 工 大 26(24) 21(12) 34(13) 23(18)
上 智 大 2(1) 4(2) 2(2)
成 蹊 大 7(7) 6(4) 11(11) 5(3)
成 城 大 1(1) 2(2)  1(0)
専 修 大 4(1) 3(2) 5(4) 1(1)
玉 川 大 1(1) 1(1) 3(3)
中 央 大 33(25) 35(24) 29(18) 31(16)
津 田 塾 大  1(1) 3(2)
東 海 大 1(1) 12(12) 5(3) 7(3)
東 京 工 科 大 1(1) 5(5) 2(2)
東 京 電 機 大 3(3) 1(1)  
東 京 農 大 5(3) 12(9) 9(9) 8(6)
東 京 理 大 11(5) 31(17) 22(9) 12(4)
東 邦 大 1(1) 1(1)
東 洋 大 21(16) 16(13) 24(20) 14(4)
日 本 大 9(6) 15(11) 18(12) 13(7)
法 政 大 42(32) 44(35) 40(24) 22(15)
武 蔵 大 2(2)  
武 蔵 野 美 大 2(2) 1(0) 1(1) 1(1)
明 治 大 20(10) 29(19) 19(9) 16(11)
明 治 学 院 大 11(10) 8(7) 8(8) 3(3)
立 教 大 14(13) 10(7) 7(7) 8(7)
早 稲 田 大 6(6) 5(5) 5(5) 3(2)
麻 布 大 1(1)  1(1)
神 奈 川 大 2(2) 5(3) 6(6) 3(1)
新 潟 医 療 福 祉 大 1(1) 3(3) 2(2) 1(1)
金 沢 工 業 大 3(3) 1(1) 3(3)
中 京 大 1(1)  
名 城 大 1(1)  1(1)
同 志 社 大 2(2) 1(0) 5(4) 4(1)
立 命 館 大 2(1) 3(1) 7(7) 8(6)
龍 谷 大 1(1)  2(0)
大 阪 電 気 通 信 大 2(1)
近 畿 大 2(1) 3(3) 5(4) 3(1)
関 西 外 大 3(3)  
関 西 大 2(0) 1(1) 1(0)
関 西 学 院 大 1(1) 2(1)
合 　 　 計 563(488) 584(472) 560(427) 472(330)

名称 役職 お名前 回生 加入条件
東京支部 支部長 川　辺　　晃 11回生 東京及び東京周辺在住の卒業生
仙南支部 支部長 佐　藤　次　吉 1回生
名取支部 支部長 竹　村　文　夫 3回生 名取市内に在住もしくは勤務の方
塩釜地区尚志会 会　長 橋　浦　　　宏 19回生 塩釜に参集出来る卒業生
気仙沼・本吉支部 会　長 小　松　康　男 9回生 卒業生であれば特に問わず
宮城県庁尚志会 会　長 青　木　直　之 13回生 卒業生で宮城県職員
仙台市役所・翠鳳会 会　長 松　島　桂　一 15回生 卒業生で仙台市職員
藤崎尚志会 会　長 升　　　達　雄 10回生 藤崎に働く同窓生
東北大学支部 支部長 佐　藤　　　明 6回生
トラベル支部 支部長 小　嶋　俊　明 5回生
ＪＣ尚志会 会　長 亀　岡　幸　康 13回生 卒業生で青年会議所（JC）の現役またはOB
仙台銀行支部 支部長 山　根　喜　博 8回生
宮城県高校教員支部 支部長 土　生　善　弘 17回生 県内の公・私立高等学校教員
建設支部 支部長 目　黒　弘　之 1回生
仙台小中学校教員・言志会 会　長 堀　江　孝　浩 14回生 仙台市内小・中・養護学校に勤務する者
尚志会宮城県警察支部 支部長 高　橋　直　嗣 15回生 卒業生で宮城県警察職員
鹿島尚志会 会　長 中　川　克　彦 7回生
仙台三高経世尚志会 会　長 青　木　俊　夫 2回生
尚志ヶ丘倶楽部 支部長 加　藤　　　明 13回生



ドボール競技（東北大会出場）
 男子　第２位

●弓道部
東北高等学校選手権大会弓道競技
男子団体　第３位　   　佐藤悠冴

伊藤篤哉　阿部樹希　鈴木優大
渡邊陽斗　髙橋勇希　田中大晴

宮城県高等学校新人大会
弓道競技　近的男子団体　第１位

阿部樹希　鈴木優大　髙橋勇希
田中大晴　加藤悠人　山口和久

東日本高等学校弓道大会宮城県予
選　　　　　　男子団体　第３位

●陸上部
宮城県高等学校総合体育大会陸上
競技大会
男子 400m　
第１位（東北大会出場）　七戸理赳
男子 4 × 400mR
第２位（東北大会出場）

庭木　七戸　加藤　相沢
東北高等学校陸上競技大会
男子 400m 第２位（インターハイ
出場）　　　　　　　　   七戸理赳
男子 4 × 400mR 第３位（インター
ハイ出場）

庭木　七戸　加藤　相沢
宮城県高等学校新人陸上競技大会

女子 100mH 第１位（東北大会出場）
　　　　　　　　　髙橋陽奈子

●水泳部
宮城県高等学校新人大会水泳競技
男子 200m 自由形

第１位　千葉駿介
●ソフトテニス部

宮城県高等学校ソフトテニス新人
大会　　　　　男子団体　第３位
宮城県高等学校ソフトテニスイン
ドア大会　　　男子団体　第３位

●テニス部
宮城県高等学校総合体育大会テニ
ス競技　男子団体　第３位
　　下山玄祐　濱崎爽　佐藤光晟
　　城義弥　石川楓
男子ダブルス

第３位　城義弥　石川楓
東北ジュニアテニス選手権大会
16 才以下男子シングルス

第５位　（全国大会出場）石川楓
16 才以下男子ダブルス

　第３位　城義弥
宮城県民体育大会テニス競技
少年男子ダブルス

第１位　城義弥　石川楓
少年男子シングルス

第１位　石川楓
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●野球部
春季東北地区高等学校野球宮城県
大会　　　　　　　　　ベスト４
秋季東北地区高等学校野球宮城県
大会　　　　　　　　　ベスト４
全国選抜高等学校野球大会

21 世紀枠　宮城県代表

●サッカー
宮城県高等学校新人大会サッカー
競技　　　　　　　　　　第２位

●剣道部
宮城県高等学校新人大会剣道競技
男子団体　第３位（東北大会出場）

●柔道部
宮城県高等学校柔道新人大会

男子団体　　  第３位
男子 73kg 級　第２位

●ラグビー部
宮城県高等学校総合体育大会ラグ
ビーフットボール競技　　 第３位
宮城県高等学校総合体育大会ラグ
ビーフットボール 7 人制競技

第２位
宮城県高等学校新人大会ラグビー
フットボール競技　　　　第３位

●ハンドボール部
宮城県春季ハンドボール選手権大
会　　　　 高校男子の部　第２位
宮城県高等学校総合体育大会ハン

令和４年度　栄光の記録
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宮城県夏季ジュニア選手権大会　
兼　中牟田杯全国選抜ジュニアテ
ニス選手権大会宮城県予選会
男子シングルス　第１位　石川楓
男子ダブルス　　第１位　石川楓

東北秋季ジュニアテニス選手権大
会　兼　中牟田全国選抜ジュニア
テニス選手権大会東北予選会
男子シングルス

第１位（全国大会出場）石川楓
男子ダブルス　　 第１位　石川楓

宮城県高等学校新人大会テニス競
技
男子ダブルス

第１位　城義弥　石川楓
男子シングルス

第３位（全国大会出場）城義弥
宮城県民体育大会テニス競技
一般男子ダブルス

第１位　城義弥
MUFG 全国ジュニアテニストーナ
メント 2023 予選会
男子シングルス　　 優勝　石川楓
宮城県冬季ジュニア選手権大会
16 才以下男子シングルス

第１位　石川楓
東北インドアテニス選手権大会
男子ダブルス　　 第２位　石川楓

　第３位　城義弥

●フェンシング部
宮城県高等学校総合体育大会フェ
ンシング競技

　　 女子個人対抗エペ
第１位　阿部佑美

　　男子学校対抗　　　　 第２位
　　女子学校対抗　　　　 第２位
東北高等学校フェンシング選手権
大会
　　女子団体　　　　　　第３位
　　女子個人対抗エペ　　　　　
　　　　　　　第３位　阿部佑美

●音楽部
全国高等学校総合文化祭
軽音楽部門
　　　　　藤原丞　田中励真
　　　　　鈴木結衣　大目黒皓希

●吹奏楽部
宮城県吹奏楽コンクール
高等学校の部　　　　　 　　金賞

●放送部
NHK 杯全国高校放送コンテスト宮
城県大会
研究発表部門　　　　　最優秀賞
テレビドキュメント部門　優秀賞
ラジオドキュメント部門　優秀賞
朗読部門　　　優秀賞　早川幸希

NHK 杯全国高校放送コンテスト
テレビドキュメント部門　　入選
ラジオドキュメント部門　　入選

全国高等学校総合文化祭　放送部
門朗読部門　　 第３位　三浦和佳
宮城県高等学校放送コンテスト新
人大会
ビデオメッセージ部門　　優秀賞

●自然科学部
全国高等学校総合文化祭
自然科学部門生物部門

柿本海琉、増田圭伸
日本学生科学賞宮城県審査
高校生の部

最優秀賞　尾形真、佐藤弘清
高校生の部

優秀賞　志村伊織、佐々木亮輔
宮城県高等学校生徒理科研究発表
会
化学部門

最優秀賞　尾形真、佐藤弘清
地学部門　最優秀賞

菊地兼太朗、先﨑あかり
Taiwan International Science 
Fair(TISF)2023
化学部門　４等賞 (Fourth Award)

　尾形真、佐藤弘清
Global Link Online 2022
Basic Science Category　Fine 
Work Prizes　　　　　　諸根健大
Basic Science Category
　遠藤隼介、山木大河、伏見慶太、
　渡邊歩、池田禮

掲載は順不同

※大会が複数の協議会、予選会等
　を兼ねる場合、大会名称を一部
　省略しています。
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■５万円■
５回生
和　泉　克　郎

■２万円■
２回生
佐　山　則　夫
10 回生
石　澤　勝　嘉
稲　辺　喜久雄
18 回生
佐　藤　浩　二
19 回生
内　田　　　学

■1万８千円■
７回生
高　山　健　一

■1万3千 42円■
３回生
佐々木　一十郎

■１万円■
１回生
安　積　敏　政
斉　藤　一　夫
佐　藤　善　雄
稗　貫　利　彦
關　　　哲　夫
２回生
小　林　憲　一
３回生
鈴　木　利　一
森　　　俊　一
佐々木　公一郎
４回生
若　松　　　修
鈴　木　信　博
武　田　和　夫
結　城　　　純

５回生
髙　橋　秀　一
６回生
村　上　忠　弘
７回生
田　中　哲　夫
９回生
三　浦　圭　一
11 回生
小　川　恭　一
清　野　　　信
12 回生
中　里　　　彰
宇津志　　　浩
13 回生
青　山　　　純
14 回生
佐　藤　慶　一
18 回生
大　森　裕　人
23 回生
大　泉　健太郎
34 回生
杉　　　真　幸

■８千円■
１回生
佐　藤　　　健
４回生
梅　森　雄　治
６回生
清　野　憲　一
10 回生
高　橋　信　一
12 回生
菅　野　　　直
熊　谷　正　浩
15 回生
齋　藤　善　広
18 回生
村　松　正　利
杉　山　泰　二

20 回生
伊　藤　　　康
22 回生
室　橋　勝　彦
28 回生
岡　村　慎太郎
31 回生
舟　山　智　洋
33 回生
權　藤　和　生
37 回生
田　中　弘　之

■６千円■
６回生
庄　司　武　志
７回生
千　葉　吉　紀
新　谷　則　之

■５千円■
１回生
佐　藤　四　郎
２回生
五十嵐　元　人
３回生
長　田　和　行
高　橋　　　強
６回生
横　山　　　巌
７回生
瓜　生　直　樹
針　生　恵久雄
９回生
及　川　明　夫
我　妻　資　康
松　木　運　弘
10 回生
田　中　　　眞
鈴　木　　　健
齋　藤　隆　明

11 回生
計　良　淳　世
12 回生
高　橋　博　之
若　部　　　毅
13 回生
半　沢　克　成
一　條　　　武
菅　井　和　弘
14 回生
木　内　厚　宏
笹　出　陽　康
15 回生
奥　田　昌　明
山　川　　　浩
上　利　宏　司
塩　飽　　　仁
16 回生
金　平　浩　美
男　澤　和　則
23 回生
渡　部　　　渉
31 回生
岡　崎　孝　弘
■４千円■
25回生
丹　野　　　匠

■３千円■
１回生
加　藤　秀　郎
渡　辺　幸　盛
佐々木　一　之
早　坂　昌　彦
斎　藤　　　博
伊　藤　憲　彦
２回生
高　橋　徹　雄
鈴　木　孝　志
３回生
大　内　章　由
佐　藤　眞　一

加　藤　謙　一
４回生
鈴　木　雅　香
藤　原　　　仁
三　浦　秀　光
渡　辺　次　雄
５回生
澤　口　豊　彰
佐々木　正　弘
６回生
髙　橋　嘉　行
阿　部　一　郎
７回生
高　橋　　　修
門　間　哲　夫
高　橋　次　夫
玉　渕　安　夫
吉　田　十　吾
８回生
大　村　利　昭
津　田　正　俊
９回生
小　林　恒　俊
阿久津　康　和
柴　田　賢　治
11 回生
那　須　誠　一
齋　藤　和　也
13 回生
本　多　　　功
鈴　木　信　三
14 回生
鳩　原　　　潤
川　島　正　人
小　窪　邦　彦
櫻　井　洋　一
片　平　浩　和
佐　藤　雅　彦
鈴　木　幸　弘
15 回生
伊　藤　啓　志
大　内　信　博

大　友　佳　壽
三　浦　雅　浩
門　脇　正　彦
北　原　和　巳
山　科　　　亨
16 回生
目　黒　康　達
佐　藤　和　秀
千　葉　元　春
北　野　茂　夫
橘　川　龍　也
山　崎　信　也
17 回生
神　成　　　孝
和田山　浩　孝
18 回生
永　井　　　堅
山　科　昭　宏
19 回生
阿　部　佳　朗
20 回生
志　賀　慎　治
渡　辺　明　彦
有　澤　善　之
21 回生
八　島　正　明
小　高　範　幸
石　垣　幸　治
22 回生
山　屋　勇一郎
23 回生
三　塚　智　之
25 回生
池　田　大　祐
27 回生
佐々木　尚　哉
28 回生
神　崎　克　訓
29 回生
鎌　田　清　寛
30 回生
野　田　昌　宏

令和４年度　尚志会現役生応援募金　芳名簿
（敬称略・順不同）　非開示を希望される会員の方は、御氏名を割愛させていただいております。

2023 年　母校は創立 60 周年
「還暦」を迎えます



令和４年度「尚志会現役生応援募金」芳名簿
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31 回生
岡　澤　慎　一
三　浦　義　明
32 回生
久　保　智　弘
叶　内　　　徹
33 回生
中津川　　　敦
36 回生
白　鳥　達　也
37 回生
酒　井　良　洋
38 回生
髙　橋　良　輔
40 回生
一　迫　直　也
43 回生
中　村　誠　吾
44 回生
早　坂　俊　信
45 回生
奥　村　穂　高
46 回生
鈴　木　秀　浩
47 回生
氏　家　隆　之
50 回生
田　村　彩　花
草　刈　　　大
54 回生
小　池　明　希
萱　場　皐　葉
55 回生
松　本　龍　郎

■２千円■
１回生
小　野　謙　一
３回生
竹　村　文　夫
４回生
坂　田　俊　勝
川　村　　　隆
８回生
河　村　利　彦
９回生
松　村　　　憲
今　野　靖　夫
髙　橋　　　仁

10 回生
大　村　　　栄
11 回生
佐　浦　俊一郎
髙　橋　義　彦
齋　　　康　貴
12 回生
石　垣　秀　樹
13 回生
佐　藤　　　巌
18 回生
今　野　卓　哉
23 回生
片　倉　宏　明
26 回生
大　橋　健一郎
山　室　　　献
30 回生
木　村　　　徹
36 回生
佐　藤　陽　介
57 回生
坂　上　菜津希

■１千円■
１回生
大　又　正　則
末　永　　　敏
鈴　木　智　郎
２回生
近　藤　耕　二
３回生
山　本　信　博
千　葉　潤　一
大　森　典　夫
平　野　敏　男
４回生
渡　辺　　　清
松　岡　芳　夫
新井田　裕　治
神　崎　洋　一
佐々木　正　元
５回生
山　田　恵　嗣
菅　原　　　啓
栗　崎　　　敬
高　橋　　　清
加　藤　範　男
土　井　儀　憲

小野寺　伸　一
６回生
赤　間　佳　信
相　澤　光　信
７回生
渋　谷　正　美
米　山　健　司
菅　原　規　之
鈴　木　陽　一
本　田　忠一朗
８回生
吉　江　　　章
三　部　正　樹
９回生
高　橋　昭　承
渡　辺　英　一
西　條　宏　二
渡　辺　　　勝
青　田　誠　一
佐　藤　克　也
10 回生
平　野　　　弘
11 回生
佐　藤　正　晴
南　條　保　志
三　塚　利　彦
斎　藤　崇　淳
佐々木　義　明
遠　藤　一　弥
大　倉　利　夫
島　澤　敏　嗣
伊　藤　耕　一
高　橋　哲　郎
阿　部　　　彰
大　江　広　夫
庄　司　昭　彦
松　川　　　弘
12 回生
佐　藤　功　一
阿　部　雄　也
鈴　木　正　史
伊　藤　啓　作
13 回生
阿　部　康　彦
中　野　洋　一
加　藤　　　明
吉　岡　　　豊
14 回生
木　村　亮　一

太　田　幸　夫
神　倉　　　功
川　村　幸　男
佐　藤　　　亨
15 回生
斎　藤　　　剛
島　田　正　浩
秋　葉　勝　生
岡　崎　雅　治
16 回生
高　野　富　雄
新　沼　裕　之
伊　藤　　　寛
佐々木　賢　一
村　田　隆　則
北　條　義　則
17 回生
立　野　昭　宏
荒　木　成　文
松　﨑　雅　威
佐　藤　　　豊
長　尾　仁　志
18 回生
田　中　順一郎
19 回生
関　　　　　宏
小　野　信　幸
坂　井　宏　行
庄　司　　　浩
平　岡　太　郎
芳　村　功　一
小野寺　　　理
20 回生
松　根　　　保
21 回生
伊　藤　英　実
國　井　康　弘
22 回生
宇佐美　　　晶
23 回生
角　田　秀　俊
小　川　富　弘
25 回生
中　妻　穣　太
27 回生
西　脇　大　輔
吉　田　昌　平
吉　田　英　正

28 回生
阿　部　拓　三
今　野　　　透
澤　井　宏　友
森　若　智　洋
29 回生
道　免　　　剛
室　星　賀　一
高　橋　勇　二
早　坂　太　郎
30 回生
菅　井　秀　成
32 回生
遠　藤　敬　史
33 回生
板　垣　徳　晃
34 回生
飯　塚　清　孝
一　條　信　幸
35 回生
福　田　隆　史
37 回生
榎　本　真　俊
齊　藤　　　央
38 回生
守　屋　光　泰
小　崎　宗　冬
39 回生
田　代　良太郎
40 回生
髙　橋　良　輔
41 回生
菅　原　真　明
古　田　恭　平
三　浦　祐　史
42 回生
村　上　弘　太
天　野　大　輔
44 回生
渡　邊　孝　基
46 回生
勝　俣　一　輝
平　賀　優　介
阿　部　智　也
松　本　龍　晴
49 回生
和田山　晃　世
奥　野　拓　実
髙　橋　良　知

52 回生
郷　古　麟太郎
友　永　達　基
五十嵐　康　平
53 回生
岩　渕　　　航
佐々木　球　道
54 回生
千　葉　崚太郎
鎌　田　彩　加

55 回生
進　藤　優　慈
56 回生
叶　　　一　希
高　橋　克　拓
郷　古　龍次郎
57 回生
山　下　一　輝
佐々木　　　光
熊　谷　柊　治
瀬　谷　　　義
畔　柳　直　旺
能登谷　　　陵
村　上　菫　歌

※上記の募金金額は、
２０２2 年４月１日から
２０２3 年３月３１日まで
に収納させていただい
た金額データをもとに作
成いたしました。
　なお、氏名の記載を
ご希望されていない会
員の方は割愛させてい
ただいております。
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令和５年度　宮城県仙台第三高等学校　人事異動

尚志会顧問・事務局名簿 （R5.4.1 現在）

新しくお見えになられた先生方本校を去られた先生方
氏名（教科・異動先） 氏名（教科・前任校）

佐々木　克　敬　　校　　長　　（定年退職）
佐　藤　勝　義　　教　　頭　　（数学　亘理高等学校校長）
穀　田　浩　美　　主幹教諭　　（数学 名取北高等学校教頭）
上　村　　　將　　教　　諭　　（地歴公民　黒川高等学校）
舩　山　浩　子　　教　　諭　　（外国語　大河原産業高等学校）
佐　藤　利　幸　　教　　諭　　（数学　石巻好文館高等学校）
齋　藤　　　真　　教　　諭　　（国語　名取高等学校）
佐　藤　秀　樹　　教　　諭　　（音楽　利府支援学校）
角　田　千　恵　　教　　諭　　（理科　桜坂高等学校）
伊　藤　福　子　　教　　諭　　（家庭　名取北高等学校）
田　中　恵　太　　教　　諭　　（理科　総合研修センター）
笠　石　　　匠　　講　　師　　（数学　仙台第二高等学校）
永　井　由　佳　　実習講師　　（理科　貞山高等学校実習講師）
櫻　井　瑞　穂　　養護教諭　　（育児休暇）

石　川　俊　樹　　校　　長　　（総務部私学・公益法人課部副参事）
菊　池　正　昭　　教　　頭　　（理科　大河原商業高等学校（定）教頭） 
赤　間　裕　樹　　教　　諭　　（数学　高校教育課）
豊　川　由　峰　　教　　諭　　（地歴公民　桜坂高等学校）
菅　原　淳　史　　教　　諭　　（外国語　多賀城高等学校）
高　橋　龍　馬　　教　　諭　　（数学　鹿島台商業高等学校）
吉　澤　伸　子　　教　　諭　　（国語　大河原商業高等学校）
小　幡　宏二郎　　教　　諭　　（芸術　石巻好文館高等学校）
佐々木　　　敦　　教　　諭　　（理科　仙台南高等学校（広島県交流））
茂　野　高　徳　　教　　諭　　（家庭　名取北高等学校）
髙　橋　寿　明　　教　　諭　　（理科　仙台向山高等学校（長期研修））
板　橋　　　淳　　教　　諭　　（数学　東北大学大学院派遣（復帰））
江　嵜　隆太郎　　講　　師　　（公民　常勤講師）
石　森　彩　希　　実習助手　　（石巻高等学校）　
細　矢　明　音　代替養護教諭　

事務職　転入
氏名（職名・前任校）

髙　橋　純　一　　（事務部長	（農業高等学校））17 回生
髙　橋　憲　恵　　（主査（図書館））
手代木　昌　幸　　（新任）

事務職　転出
氏名（職名・異動先）

高　橋　良　喜　　（事務部長（定年退職））
伊　藤　美由妃　　（主任主査（小松島支援学校主任主査））
今　野　秀　隆　　（主事（蔵王自然の家主事））

教職員異動　尚志会顧問・事務局名簿

菅原　謙
佐々木　久善
保志　光毅
伊藤　民一
菅野　貴人
三浦　仁志
木村　祥太郎
橋本　ひな子

事
　
務
　
局

事務局
33 回生

20 回生

21 回生

24 回生

32 回生

43 回生

45 回生

事務次長

事務局長

顧
　
問

１回生

１回生

１回生

１回生

２回生

２回生

３回生

４回生

４回生

９回生

松本　　俠
氏家　英樹
叶　　　隆
斉藤　一夫
金丸　英生
板橋　一男
高橋　　強
秋葉　俊裕
武田　和夫
齊藤　久芳
石川　俊樹 校長参与
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祝
宮城県仙台第三高等学校　創立 60 周年

乾坤一擲　三高龍神



尚志会記念事業についてのお願い
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宮城県仙台第三高等学校創立 60 周年
尚志会記念事業

尚志会会員の皆様へのお願い

　令和 5 年、母校・宮城県仙台第三高等学校は創立 60 周年を迎えました。
　母校では、さまざまな記念事業を予定しておりますが、尚志会でも以下の２つの記念
事業を行います。
Ⅰ .「尚志会会員現住所等一斉調査」
Ⅱ .「創立 60 周年記念事業協力金募金」
会員の皆様のご協力、ご支援を心からお願い申し上げます。

Ⅰ .「尚志会会員現住所等一斉調査」
　尚志会会員は、現在２万人を超えるまでになりましたが、現住所等が不明となってい
る会員が年々増えております。個人情報取り扱いの厳格化に伴い、尚志会では創立 60
周年記念名簿の発刊を取りやめました。
　しかし、会員の現住所等の把握には努めたく、尚志会全会員に本誌を郵送し、現住所
等の一斉調査を行うこととなりました。
　右に添付した「同窓会会員データベース用異動通知票」に記載の上、ご返送のほどお
願いいたします。同期会、同窓会等の際にも活用させていただきますので、皆様のご協
力をよろしくお願い申し上げます。

Ⅱ .「創立 60 周年記念事業協力金募金」
　母校の創立 60 周年にあたり、尚志会では記念事業への協力、支援を行ってまいります。
記念事業の概要は、本誌７ページに掲載しております。
　募金方法は、同封の払込取扱票にて年会費、現役生応援募金とともにご厚志をお寄せ
いただきたくお願い申し上げる次第です。
　会員の皆様におかれましては、ご多忙のところ誠に恐縮ですが、創立 60 周年記念事業
遂行のため、今後の現役生への支援のため募金へのご協力を心からお願い申し上げます。


